
第189号 （４）鎌 ケ 谷 市 議 会 だ よ り

各
会
派
の
代
表
者
が
市
長
の
提
出

議
案
に
対
し
て
、
質
疑
し
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

議
案
に
対
す
る
質
疑

令和２年２月15日

（お知らせ）次の定例会議号は、５月15日（金）発行予定です。
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○
議
案
第
２
号

問　

条
例
改
正
の
内
容
及
び
背
景

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

改
正
内
容
は
、
成
年
被
後
見

人
等
の
権
利
の
制
限
に
係
る
措
置

の
適
正
化
等
を
図
る
た
め
の
関
係

法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施

行
に
伴
い
、
成
年
被
後
見
人
等
を

資
格
、
職
種
、
業
務
等
か
ら
一
律

に
排
除
す
る
欠
格
条
項
が
削
除
さ

れ
た
こ
と
か
ら
整
理
が
必
要
と
な

る
７
条
例
に
つ
い
て
、
法
の
趣
旨

を
踏
ま
え
て
欠
格
条
項
の
要
件
か

ら
成
年
被
後
見
人
等
を
除
く
ほ
か
、

条
例
中
に
引
用
し
て
い
る
法
律
か

ら
欠
格
条
項
が
削
除
さ
れ
た
こ
と

に
伴
う
文
言
の
改
正
な
ど
、
必
要

な
整
理
を
行
う
も
の
で
す
。

　

次
に
、
改
正
の
背
景
は
、
欠
格

条
項
に
対
し
、
成
年
後
見
制
度
を

利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
的

排
除
と
い
う
影
響
を
こ
う
む
る
こ

と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

点
や
同
等
の
事
理
弁
識
能
力
で
あ

っ
て
も
成
年
後
見
制
度
を
利
用
し

て
い
る
者
の
み
が
、
各
資
格
、
職

種
、
業
務
等
か
ら
一
律
に
排
除
さ

れ
能
力
を
発
揮
す
る
機
会
が
失
わ

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

点
の
ほ
か
、
欠
格
条
項
の
存
在
に

よ
り
成
年
後
見
制
度
の
利
用
を
ち

ゅ
う
ち
ょ
す
る
影
響
が
出
て
い
る

○
議
案
第
１
号

問　

現
行
の
基
本
構
想
に
対
し
、

次
期
基
本
構
想
の
計
画
期
間
が
20

年
か
ら
12
年
に
短
縮
さ
れ
た
理
由

と
、
現
行
の
基
本
構
想
に
基
づ
く

ま
ち
づ
く
り
の
評
価
及
び
次
期
基

本
構
想
で
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

次
期
基
本
構
想
の
計
画
期
間

を
短
縮
し
た
理
由
は
、
急
激
に
変

　

令
和
２
年
１
月
28
日
に
、
鎌
ケ
谷
市
議
会
本
会
議
場
に
お
い
て
「
子
ど

も
議
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
の
小
学
生
が
議
員
と
し
て
参
加
し
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
削
減
な
ど
身
近
な
問
題
に
つ
い
て
、
市
長
を
は
じ
め

執
行
部
に
対
し
活
発
な
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
な
ど
の

問
題
点
が
指
摘
さ
れ
た
背
景
が
あ

り
、
法
律
の
施
行
は
、
こ
れ
ら
の

指
摘
や
検
討
を
経
て
成
年
被
後
見

人
等
の
権
利
制
限
に
係
る
措
置
の

適
正
化
を
図
る
も
の
で
す
。

○
議
案
第
４
号

問　

台
風
15
号
に
よ
る
農
業
関
連

の
被
害
状
況
及
び
復
旧
に
向
け
た

補
正
予
算
の
内
容
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

答　

台
風
15
号
に
よ
り
、
新
高
な

ど
収
穫
前
の
梨
が
落
果
や
風
に
よ

る
こ
す
れ
な
ど
で
約
１
億
５
千
万

円
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
や
多
目
的

防
災
網
な
ど
の
農
業
用
施
設
な
ど

で
約
１
億
１
千
万
円
の
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
復
旧
に
向
け
た
補
助
と

し
て
、
被
害
の
あ
っ
た
多
目
的
防

災
網
、
防
鳥
網
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
な
ど
、
農
産
物
の
生
産
や
加
工

に
必
要
な
施
設
の
復
旧
や
除
去
の

支
援
を
目
的
と
し
た
国
の
補
助
事

業
が
あ
り
、
こ
の
補
助
に
対
し
、

県
と
市
が
上
乗
せ
補
助
を
行
い
ま

す
。
さ
ら
に
市
独
自
の
補
助
と
し

て
、
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

処
分
に
対
す
る
補
助
金
を
増
額
し
、

農
家
の
負
担
を
軽
減
し
、
早
急
な

る
営
農
復
旧
を
支
援
し
ま
す
。

○
議
案
第
１
号

問　

基
本
構
想
の
基
本
理
念
に
平

和
と
憲
法
の
言
葉
を
入
れ
な
い
こ

と
に
つ
い
て
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答　

基
本
理
念
に
つ
い
て
は
、
ま

ち
づ
く
り
の
主
体
と
な
る
市
民
、

事
業
者
、
行
政
の
基
本
的
な
姿
勢

を
示
す
も
の
と
な
る
こ
と
か
ら
、

誰
も
が
わ
か
り
や
す
い
も
の
と
す

○
議
案
第
３
号

問　

消
費
生
活
相
談
員
の
職
種
を

パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職

員
に
移
行
す
る
理
由
及
び
待
遇
面

の
変
化
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

移
行
理
由
は
、
地
方
公
務
員

法
及
び
地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴

い
、
令
和
２
年
度
よ
り
消
費
生
活

相
談
員
の
身
分
が
非
常
勤
特
別
職

か
ら
会
計
年
度
任
用
職
員
に
変
更

る
た
め
「
み
ん
な
で
つ
く
る
ふ
る

さ
と
鎌
ケ
谷
」
と
し
ま
し
た
。
な

お
、
憲
法
は
国
の
最
高
法
規
で
あ

り
、
憲
法
や
法
令
等
を
遵
守
す
る

こ
と
は
、
地
方
自
治
体
と
し
て
当

然
の
責
務
で
あ
り
、
平
和
に
つ
い

て
も
昭
和
59
年
７
月
に
非
核
平
和

都
市
宣
言
を
定
め
、
平
和
事
業
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

と
な
る
こ
と
に
伴
う
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
待
遇
面
で
は
、
移
行
に

よ
り
不
利
益
に
な
ら
な
い
よ
う
報

酬
額
と
勤
務
時
間
を
も
と
に
、
現

在
の
報
酬
単
価
を
下
回
ら
な
い
よ

う
に
対
応
し
ま
す
。
特
別
職
非
常

勤
職
員
で
は
支
給
さ
れ
な
か
っ
た

通
勤
手
当
や
期
末
手
当
に
つ
い
て

は
、
新
た
に
支
給
が
可
能
と
な
り

ま
す
。

令和元年12月会議の審議結果一覧
議案番号等 件　　　　　　名 審議結果

議案第１号 鎌ケ谷市基本構想について 原案可決 全会一致

議案第２号
成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正
化等を図るための関係法律の整備に関する法律
の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制
定について

原案可決 全会一致

議案第３号 鎌ケ谷市消費生活センター設置及び管理条例の
一部を改正する条例の制定について 原案可決 全会一致

議案第４号 令和元年度鎌ケ谷市一般会計補正予算（第４号） 原案可決 賛成多数

議案第５号 令和元年度鎌ケ谷市後期高齢者医療特別会計補
正予算（第２号） 原案可決 全会一致

議案第６号
鎌ケ谷市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等
に関する条例の一部を改正する条例の制定につ
いて

原案可決 賛成多数

議案番号等 件　　　　　　名 審議結果

議案第７号 鎌ケ谷市特別職の職員の給与に関する条例の一
部を改正する条例の制定について 原案可決 賛成多数

議案第８号 鎌ケ谷市職員の給与に関する条例の一部を改正
する条例の制定について 原案可決 全会一致

議案第９号 鎌ケ谷市職員の給与の特例に関する条例の一部
を改正する条例の制定について 原案可決 賛成多数

議案第10号 令和元年度鎌ケ谷市一般会計補正予算（第５号） 原案可決 賛成多数

陳情1-12-2 くぬぎ山公園におけるグラウンドゴルフ使用許可についての陳情 不 採 択 賛成なし

陳情1-12-3 鎌ケ谷市コミュニティバス西線で発生する乗客乗り残しへの対策を求める陳情 不 採 択 賛成少数

議員の派遣 決　　定 全会一致

子
ど
も
議
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

議　長

副議長

化
す
る
社
会
や
経
済
情
勢
、
国
や

県
の
制
度
改
正
、
多
様
化
す
る
市

民
ニ
ー
ズ
に
対
し
、
迅
速
か
つ
弾

力
的
に
対
応
す
る
た
め
で
す
。

　

現
行
の
基
本
構
想
に
基
づ
く
ま

ち
づ
く
り
の
評
価
に
つ
い
て
は
、

平
成
13
年
度
か
ら
22
年
度
ま
で
の

前
期
基
本
計
画
に
お
い
て
人
口
推

計
に
大
き
な
乖
離
が
生
じ
、
目
標

人
口
に
達
し
な
か
っ
た
こ
と
や
、

地
方
交
付
税
の
削
減
な
ど
に
伴
い

財
政
推
計
に
も
大
き
な
乖
離
が
生

じ
、
投
資
的
な
経
費
に
充
て
る
財

源
を
確
保
で
き
な
か
っ
た
こ
と
な

ど
を
要
因
に
、
当
初
計
画
し
た
事

業
の
達
成
度
が
低
い
状
況
に
あ
り

ま
し
た
。
平
成
23
年
度
か
ら
令
和

２
年
度
ま
で
の
後
期
基
本
計
画
で

は
、
市
民
、
事
業
者
、
行
政
に
よ

る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
す

る
こ
と
や
重
点
政
策
を
設
定
す
る

と
と
も
に
、
行
財
政
改
革
に
積
極

的
に
取
り
組
む
な
ど
、
持
続
可
能

な
行
財
政
運
営
を
推
進
し
、
新
鎌

ケ
谷
駅
周
辺
の
整
備
や
新
京
成
線

の
全
線
高
架
化
、
待
機
児
童
ゼ
ロ
、

子
ど
も
医
療
費
の
助
成
拡
大
な
ど
、

事
業
の
重
点
化
を
図
っ
た
結
果
、

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
は
大
き
く
進

展
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
次
期
基
本
構
想
に
お
け

る
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取

り
組
み
を
踏
ま
え
て
、「
人
と
緑
と

産
業
が
調
和
し
未
来
へ
ひ
ろ
が
る

鎌
ケ
谷
」
を
目
指
す
将
来
の
姿
と

し
て
掲
げ
て
お
り
、
実
現
に
向
け

て
５
つ
の
基
本
目
標
を
定
め
る
と

と
も
に
、
基
本
目
標
に
掲
げ
る
施

策
を
着
実
に
実
施
す
る
こ
と
で
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
あ

ら
ゆ
る
世
代
の
方
が
住
み
な
れ
た

地
域
の
中
で
安
心
し
て
暮
ら
し
学

び
活
躍
す
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち

と
な
り
、
誰
も
が
住
み
た
い
、
住

み
続
け
た
い
、
訪
れ
て
み
た
い
と

思
え
る
ま
ち
の
実
現
を
目
指
し
ま

す
。

各学校から集まった37名の子ども議会議員のみなさん


